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　このたびは、NTTファシリティーズ無停電電源装置FU-SMUシリーズのオプションバッテリ盤（FU-

SMB）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　オプションバッテリ盤（FU-SMB）は、無停電電源装置FU-SMUシリーズと組み合わせる事により

停電時のバックアップ時間延長が可能になります。

　お客様の仕様に合わせて御使用ください。

　本オプションバッテリ盤は、19インチキャビネットラック用（EIA規格）です。

　本装置は、どなたにも簡単に操作・取り扱いができるように設計されておりますが、取り扱いミ

スは、思わぬ事故・災害・故障の原因にならぬとも限りませんので、御使用前に必ずこの取扱説明

書をよくお読みの上、末永くご愛用くださるようお願い致します。

［［［［［     安安安安安     全全全全全     上上上上上     ののののの     注注注注注     意意意意意     事事事事事     項項項項項     ］］］］］

（（（（（安安安安安全全全全全にににににおおおおお使使使使使いいいいいいいいいいたたたたただだだだだくくくくくたたたたためめめめめににににに）））））

■装置本体及び本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、

本装置を安全に御使用いただくために、守っていただきたい事項を示しています。

御使用前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。

■お読みになった後は装置のそばなど、いつも手元に置いて御使用ください。
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１．１．１．１．１．商品の確認商品の確認商品の確認商品の確認商品の確認

開梱されましたら、次の点を確認してください。

 1.ケースのへこみ等、輸送中の損傷はないか確認してください。

 2.形式・容量・入力電圧等は御指示通りであるか、定格表示部で確認してください。

もし、御不審な点、具合の悪い点等ありましたら、お買い上げ販売店、又は最寄りの弊社営業

所へご連絡ください。
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２．２．２．２．２．御使用上の注意事項御使用上の注意事項御使用上の注意事項御使用上の注意事項御使用上の注意事項

（１） 各装置内部には高電圧部があり非常に危険です。絶対にカバーを開けないでください。

（バッテリ盤は電源を切っても装置内部にはバッテリ電源があります。）

（２） 風通しの良い、直射日光の当たらない場所で御使用ください。

（３） 振動・ほこり・有害なガス・水滴等のない場所で御使用ください。

（４） バッテリの寿命は設置場所の周囲温度に大きく影響を受けるため、周囲温度の低い場所で使用

することをお勧めします。 推奨温度としては５～２５℃程度です。

（５） バッテリの寿命はおよそ５年でなくなりますので、定期的な交換が必要です。

周囲温度が２５℃を超えるとそれより短くなりますので早めの交換をお勧めします。

寿命の過ぎたバッテリでは無停電の機能がなくなるのはもとより、それを使い続けると、バッ

テリ液漏れ・発煙・発火などの二次傷害を起こす原因となります。

（６） 装置の吸気口・排気口をふさがないでください。

（７） 火気を近づけないでください。

（８）　本装置の上に物を置かないでください。

（９）　オプションバッテリ盤は、使用しない場合でも３ヶ月に一回程度の充電が必要です。

充電の方法は、ＵＰＳ本体の取扱説明書を参照してください。

３．３．３．３．３．各部の名称各部の名称各部の名称各部の名称各部の名称
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４．４．４．４．４．据付け据付け据付け据付け据付け

・本装置は、直射日光や高温・高湿・振動・ほこりや有害なガスのない場所でご使用ください。

・本装置は標準的な１９インチのラックに適合しています。

・本装置の重量を支えるＬ型金具をお客様にて用意・固定してください。

・ラックにＬ型金具を取付けた後、本装置はネジで固定してください。

　（但し、固定用のネジは、添付されておりません。）

・必ずＵＰＳの下にバッテリ盤がくるように設置してください。

4-14-14-14-14-1 手順手順手順手順手順

設置の順番は、バッテリ盤→ＵＰＳの順に行ないます。

Ｌ型金具が装置の下部に水平に当っているか確認してください。不具合のある場合は、Ｌ型金具を調整

してください。

手順１．下図に示す取付穴を基準にＬ型金具のサポート面が来るよう、Ｌ型金具を取付けます。

手順２．一番下のバッテリ盤から取付けて、穴位置があっているか確認してください。

穴位置がずれている時は、Ｌ型金具を調整してください。

手順３．最後にＵＰＳを取付けて、穴位置があっているか確認してください。

穴位置がずれている時は、Ｌ型金具を調整してください。
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５．５．５．５．５．ＵＰＳとオプションバッテリ盤との接続ＵＰＳとオプションバッテリ盤との接続ＵＰＳとオプションバッテリ盤との接続ＵＰＳとオプションバッテリ盤との接続ＵＰＳとオプションバッテリ盤との接続

必ず、必ず、必ず、必ず、必ず、ＵＰＳが停止し入力プラグが抜けている事を確認してから作業してください。ＵＰＳが停止し入力プラグが抜けている事を確認してから作業してください。ＵＰＳが停止し入力プラグが抜けている事を確認してから作業してください。ＵＰＳが停止し入力プラグが抜けている事を確認してから作業してください。ＵＰＳが停止し入力プラグが抜けている事を確認してから作業してください。

5-15-15-15-15-1 ＦＵ－ＳＭＵ－＊１５２－Ｒとの接続ＦＵ－ＳＭＵ－＊１５２－Ｒとの接続ＦＵ－ＳＭＵ－＊１５２－Ｒとの接続ＦＵ－ＳＭＵ－＊１５２－Ｒとの接続ＦＵ－ＳＭＵ－＊１５２－Ｒとの接続（（（（（裏裏裏裏裏面面面面面側側側側側のののののみみみみみ）））））

（１） ＵＰＳのＭ３ネジ（１ヶ所： ）を外してカバーを外します。

（２） ＵＰＳとバッテリ盤を添付ハーネスＥにて接続します。

（３） バッテリ盤のＭ３ネジ（１ヶ所： ）を外し、添付金具Ｃにてバッテリ盤側のハーネスを覆

い、添付Ｍ３ネジ（１ヶ所： ）にて固定します。

（４） 添付金具ＡにてＵＰＳ側のハーネスを覆い、添付Ｍ３ネジ（１ヶ所： ）にて固定します。

ここからは、バッテリ盤が２ユニット以上接続される場合。（５）～（７）の繰り返し。

（５） 上側バッテリ盤のＭ３ネジ（１ヶ所： ）を外してコネクタカバーを外します。

（６） バッテリ盤とバッテリ盤を添付ハーネスＦにて接続します。

（７） 添付金具Ｄにてハーネスを覆い、添付Ｍ３ネジ（２ヶ所： ）にて固定します。
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5-25-25-25-25-2 ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ ----- ＳＭＵＳＭＵＳＭＵＳＭＵＳＭＵ ----- ＊３０２＊３０２＊３０２＊３０２＊３０２ ----- Ｒとの接続Ｒとの接続Ｒとの接続Ｒとの接続Ｒとの接続（（（（（裏裏裏裏裏面面面面面側側側側側のののののみみみみみ）））））

（１） ＵＰＳのＭ４ネジ（１ヵ所： ）を外してカバーを外します。

（２） ＵＰＳとバッテリ盤を添付ハーネスＦにて接続します。

（３） 添付金具Ｃにてバッテリ盤側のハーネスを覆い、添付Ｍ３ネジ（１ヶ所： ）にて固定しま

す。

（４） 添付金具ＢにてＵＰＳ側のハーネスを覆い、添付Ｍ４ネジ（１ヶ所： ）にて固定します。

ここからは、バッテリ盤が２ユニット以上接続される場合。（５）～（７）の繰り返し。

（５） 上側バッテリ盤のＭ３ネジ（１ヶ所： ）を外してコネクタカバーを外します。

（６） バッテリ盤とバッテリ盤を添付ハーネスＧにて接続します。

（７） 添付金具Ｄにてハーネスを覆い、添付Ｍ３ネジ（２ヶ所： ）にて固定します。
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６．６．６．６．６．ＵＰＳの設定ＵＰＳの設定ＵＰＳの設定ＵＰＳの設定ＵＰＳの設定

ＵＰＳとバッテリ盤の接続が終了しましたら、ＵＰＳの取扱説明書「１２項 機能と設定」に従い、増

設パック数の設定を行ってください。この設定を行わないとバックアップ時間が通常より短くなりま

す。

※パック数は、ＦＵ－ＳＭＢ－１２／３２－Ｒ　１台に対して２パック入りとなります。

７．７．７．７．７．保守保守保守保守保守

バッテリは定期的な交換を必要とします。

信頼性、トラブル未然防止から約５年を目安として行ってください。 なお、設置された環境の温度が

高いと寿命が短くなるので、早めに交換してください。

８．８．８．８．８．標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様



15

９．９．９．９．９．外形寸法外形寸法外形寸法外形寸法外形寸法

ＦＵ -ＳＭＢ -１２ -Ｒ

ＦＵ -ＳＭＢ -３２ -Ｒ


